
大 

会 

宣 

言 

 

 

本
年
、
発
生
し
た
七
月
の
熊
本
地
震
お
よ
び
八
月
の
千
葉
豪
雨
を
は
じ
め
各
地
で
発
生
し

た
自
然
災
害
に
よ
り
、
働
く
人
々
を
含
め
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
地
が
一
日

も
早
く
安
全
に
復
旧
・
復
興
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
願
う
。 

 

我
が
国
の
労
働
災
害
は
、
関
係
者
の
不
断
の
努
力
に
よ
り
、
昨
年
の
死
亡
者
数
は
前
年
に

続
き
過
去
最
少
を
記
録
し
、
休
業
四
日
以
上
の
死
傷
災
害
に
つ
い
て
も
、
五
年
ぶ
り
に
減
少

に
転
じ
た
。
し
か
し
、
第
三
次
産
業
な
ど
の
業
種
は
依
然
増
加
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
精

神
障
害
の
労
災
認
定
件
数
が
過
去
最
多
と
な
る
な
ど
、
社
会
的
・
経
済
的
損
失
は
引
き
続
き

膨
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
近
年
は
農
作
業
中
の
死
傷
事
故
が
増
加
し
、
他
産
業
に
比
べ
て
死
亡
事
故
の
発
生

率
が
極
め
て
高
い
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
に
お
け
る
災
害
の
防
止
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
働
く
人
の
安
全
と
健
康
を
め
ぐ
っ
て
は
、
労
働
者
数
五
十
人
未
満

の
小
規
模
事
業
場
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
、
化
学
物
質
に
よ
る
健
康
障
害
の

防
止
対
策
、
機
械
等
に
よ
る
労
働
災
害
の
防
止
対
策
、
高
年
齢
者
に
配
慮
し
た
労
働
災
害
防

止
対
策
、
個
人
事
業
者
等
に
対
す
る
安
全
衛
生
対
策
の
推
進
な
ど
、
職
場
の
実
情
に
応
じ
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
関
係
者
の
連
携
の
下
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

社
会
や
職
場
の
環
境
が
急
激
に
変
化
す
る
現
代
に
お
い
て
、
安
全
衛
生
活
動
を
着
実
に
進

め
、
誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
先

端
技
術
を
現
場
の
実
情
に
応
じ
て
活
用
し
、
変
化
す
る
環
境
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。 

労
働
災
害
の
な
い
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
全
て
の
働
く
人
、

全
て
の
国
民
の
願
い
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
、
国
、
事
業
者
、
労
働
者
等
全

て
の
関
係
者
が
、
第
十
四
次
労
働
災
害
防
止
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
重
点
事
項
を
確
実
に
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

本
大
会
は
、
企
業
の
、
さ
ら
に
は
業
種
の
垣
根
を
越
え
て
、
全
国
の
関
係
者
の
参
集
の
下
、

最
新
の
情
報
を
共
有
し
、
学
び
、
交
流
す
る
場
で
あ
る
。 

十
八
年
ぶ
り
に
、
こ
こ
札
幌
の
地
で
開
催
さ
れ
る
本
大
会
に
お
い
て
、
労
働
災
害
に
よ
る

犠
牲
者
を
こ
れ
以
上
出
さ
な
い
と
い
う
決
意
を
新
た
に
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
を
誓
う
。 

 

右
、
宣
言
す
る
。 

 

令
和
八
年
九
月
十
六
日 
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